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家庭用ラドンモニターを用いた洞窟中のラドン濃度測定 II
Radon measurement in a cave by a household use radon monitor II
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1995年の兵庫県南部地震では西宮市地下水中ラドン濃度の上昇 1)や大気中ラドン濃度の上昇 2)があったと報告されて
いる。私達は廉価な家庭用ラドン測定器を用いて洞窟中のラドン濃度測定をおこない、地震予知の可能性を探っている。
ラドン測定器として、SUN　 NUCLEAR　 Corporationの Radon　 Monitor,　 Model　 1028,　 1029を用いている。
この測定器は、数 Bq/m3オーダーの大気中のラドン濃度の日変化を測定できる程には感度は良くはないが、数十 Bq/m3
程度のラドン濃度の高い場所での測定に有効である。また、9V Li 電池で 1h毎、約 1ヶ月間の連続測定が可能である。し
かし、湿気に弱いという欠点があり、洞窟中ではポータブルデシケーターを用いて湿度 20～30%に保って測定をおこな
う必要がある。
昨年は測定器の測定精度を調べるために日本原子力研究開発機構にキャリブレーションをおこなってもらい、その結

果、第 1回試験は初期ラドン濃度 1918± 33Bq/m3、第 2回試験は初期ラドン濃度 1939± 50Bq/m3と良く一致してい
た。空気中のラドン濃度の高くなる可能性のある場所として、岡山県下の深さ 20ｍ、奥行 56ｍの洞窟で連続観測をし
ている。まだ 2年間を経過していないが、ラドン濃度が夏季に高く、冬季に低い季節的変動や降雨後にラドン濃度が上
昇する傾向が得られた。
また、岡山市内の大学構内で、Pylon Corporationの PMT-TELを用いて大気中のラドン濃度の連続測定を始めた。大気

中のラドン濃度とイオン濃度の時間変動と相関の有無についても報告する予定である。
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